
「
御
八
日
踊
り
」
勇
壮
に

　

８
月
８
日
、
長
島
町
の
伝
統
行
事
、
御
八
日
踊
り
が
あ
り
ま
し
た
。

各
神
社
や
集
落
で
踊
り
手
た
ち
は
汗
を
流
し
な
が
ら
舞
を
披
露
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
＝
Ｐ
２
～
３
）
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御八日踊りで悪疫退散
　1565 年３月、野田領主の島津忠

ただかね

兼が城川内の堂崎城主天草越
えちぜんのかみ

前正を攻め滅ぼし島津領
としましたが、同年７月８日に忠兼は甥の出水領主島津義

よしとら

虎に出水城で謀殺されました。
　その後、長島全土に悪疫が流行したので、島民は忠兼のたたりとして、その霊を慰める
ために城川内集落の若宮神社に忠兼の御霊を祀り、毎年旧暦７月８日に大祭をして、踊り
を奉納するようになりました。

由来

鷹巣種子島鐘踊り保存会のかね踊り
（宮ノ浦港）

田尻集落の正調五ツ太鼓宗家小牟田流神薗道場
（潟集落若宮神社）

　

８
月
８
日
、
本
町
の
伝
統
行
事
で

あ
る
御
八
日
踊
り
が
町
内
の
神
社
や

各
集
落
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
18
地
区
21
団
体
が
参
加

し
、
強
い
日
差
し
の
下
、
色
と
り
ど

り
の
衣
装
や
飾
り
を
身
に
付
け
た
踊

り
手
た
ち
が
汗
だ
く
に
な
り
な
が

ら
、
か
ね
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
ま

し
た
。

　

午
前
９
時
、
蔵
之
元
集
落
の
十
五

社
神
社
で
は
、
蔵
之
元
鉦
踊
り
伝
承

部
会
が
勇
壮
な
舞
を
披
露
し
、
観
覧

に
訪
れ
た
住
民
か
ら
は
温
か
い
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

潟
集
落
の
若
宮
神
社
で
は
午
前
10

時
か
ら
６
地
区
の
踊
り
手
た
ち
が
次

か
ら
次
へ
と
舞
や
演
奏
を
奉
納
し
、

隊
列
や
円
に
な
っ
て
、
跳
ね
た
り
駆

け
た
り
す
る
な
ど
力
強
い
動
き
に
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
鷹
巣
種
子
島
鐘
踊
り

保
存
会
は
20
会
場
で
舞
を
披
露
す
る

な
ど
、
町
内
は
祭
り
一
色
と
な
り
ま

し
た
。

①蔵之元鉦踊り伝承部会
（蔵之元集落十五社神社）

②山門野集落牛深ハンヤ踊り保存会
（潟集落若宮神社）

③城川内子供育成会
（城川内集落若宮神社）

④脇崎集落による棒踊り
（山門野集落南方神社）
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諏訪　義則（72）
上　揚　

山
やまだ

田 周
ちかし

さん (46)

↑パドルで波を切り蔵之元港を目指す選手たち

↑元気に選手宣誓する町田さん↑ゴール後、選手全員で記念撮影

↑仲間と励まし合い笑顔を見せる選手たち

第 34 回カヌー長島海峡横断大会

公式ホームページ QR コード↑

　

島
原
・
天
草
・
長
島
間
の
三
県
架

橋
構
想
の
機
運
を
高
め
る
こ
と
が
目

的
の
第
34
回
カ
ヌ
ー
長
島
海
峡
横
断

大
会
が
８
月
24
日
に
あ
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
本
町
の
ほ
か
与
論

町
、
熊
本
県
天
草
市
と
玉
名
市
、
長

崎
県
南
島
原
市
の
児
童
生
徒
合
計
55

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

牛
深
港
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
、

岩
切
豊
副
町
長
ら
が
選
手
に
激
励
の

言
葉
を
述
べ
た
後
、
長
島
中
１
年
町

田
晴は

る

さ
ん
が
「
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
全
員
で
最
後
ま
で
漕
ぎ
切
る
」

と
元
気
よ
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

雨
の
影
響
で
ス
タ
ー
ト
時
刻
が
30

分
遅
れ
て
、
選
手
た
ち
は
正
午
過
ぎ

に
牛
深
港
を
出
発
。
応
援
に
駆
け
付

け
た
保
護
者
ら
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
、
約
８
㌔
先
の
蔵
之
元
港
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

穏
や
か
な
風
と
波
の
中
、
選
手
た

ち
は
汗
を
流
し
な
が
ら
軽
快
に
パ
ド

ル
を
漕
い
で
い
き
ま
し
た
。
仲
間
と

声
を
掛
け
合
い
、
約
２
時
間
半
掛
け

て
横
断
し
ま
し
た
。

　

蔵
之
元
小
６
年
竹
田
虹こ

と
ら虎

君
は

「
３
回
目
の
参
加
で
、
初
め
て
ゴ
ー
ル

ま
で
漕
ぎ
切
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

パ
ド
ル
を
操
り
横
断
目
指
す

日
本
消
防
協
会
副
会
長
に

諏
訪
消
防
団
長
が
就
任

　

諏
訪
義
則
長
島
町
消
防
団
長
が
、
６
月
１
日
付
け
で
公
益

財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
の
副
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

日
本
消
防
協
会
は
全
国
の
消
防
団
員
や
消
防
職
員
な
ど
の

福
利
厚
生
、
消
防
施
設
設
備
な
ど
の
改
善
充
実
、
消
防
知
識

技
能
の
向
上
、
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
な
ど
を
図
り
、
国

民
生
活
の
安
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

諏
訪
団
長
は
昭
和
50
年
に
消
防
団
に
入
団
し
、平
成
10
年
、

団
長
に
就
任
。
町
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
尽
力
し
、
平

成
25
年
、
県
消
防
協
会
の
会
長
に
就
任
後
は
日
本
消
防
協
会

理
事
と
し
て
鹿
児
島
県
の
み
な
ら
ず
全
国
の
消
防
活
動
の
発

展
に
貢
献
し
、
今
回
の
副
会
長
就
任
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
全
国
約
94
万
人
の
消
防
団
員
や
消
防
職
員
の
代
表

と
し
て
職
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
諏
訪
団
長
は
「
防
火
防

災
は
地
域
の
力
が
不
可
欠
。
地
域
と
連
携
し
た
防
火
防
災
力

充
実
強
化
を
図
っ
て
い
る
本
町
の
取
り
組
み
を
全
国
に
発
信

し
、
全
国
で
多
発
し
て
い
る
災
害
被
害
の
軽
減
に
尽
力
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
山
田
周
さ
ん
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

山
田
隊
員
は
地
域
や
町
と
連
携
し

な
が
ら
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
地
域

資
源
の
発
掘
、
情
報
発
信
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

次
に
山
田
隊
員
の
抱
負
を
紹
介
し

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
23
年
間
、
大
阪
市
で
小

学
校
の
教
員
や
教
育
委
員
会
の
指
導

主
事
と
し
て
子
ど
も
の
教
育
に
関
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
教
育
現
場
や
教
育
行

政
で
の
経
験
を
生
か
し
、
長
島
町
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
皆
さ
ん

の
笑
顔
を
た
く
さ
ん
広
げ
て
い
け
る

よ
う
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
で
見
か
け
ま
し
た
ら
、
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

新隊員を紹介します
町地域おこし協力隊

　長島が舞台の映画「夕陽のあと」が 11月８日の新
宿シネマカリテ（東京都新宿区）を皮切りに全国で順
次公開されることが決まりました。
　県内では 11月９日からガーデンズシネマ（鹿児島
市）で約 1カ月間公開される予定です。
　多くの町民が参加し、制作に関わった本作品をぜひ、
劇場でご覧ください。
　なお、町内でも上映会を計画しています。
　公式ホームページに予告編の動画を公開しています
のでご覧ください。
　公式ホームページ：http://yuhinoato.com
◎問い合わせ先
　役場地方創生課地方創生係
　☎（86）1101［直通］

「夕陽のあと」

11 月８日から劇場公開
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↑北海道で友だちや思い出
作ってみませんか

↑前回の県大会の様子

10 月以降の給食費負担方法の変更

　

鹿
児
島
県
や
出
水
市
、
阿
久
根
市
、
薩
摩
川
内
市
、
さ
つ
ま
町
、

長
島
町
な
ど
の
沿
線
自
治
体
で
構
成
す
る
鹿
児
島
県
高
規
格
幹
線

道
路
建
設
促
進
協
議
会
（
事
務
局
・
県
高
速
道
対
策
室
）
で
は
、

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
早
期
完
成
に
か
け
る
住
民
の
強
い
思

い
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
１
日
も
早
い
全
線
開
通
を
目
指
す
た
め
、
建

設
促
進
鹿
児
島
県
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

沿
線
住
民
の
か
た
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は「
認
知
症
を
理
解
し
、

一
緒
に
歩
む
県
民
週
間
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
も
う
一
度
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

認
知
症
は
ゆ
る
や
か
に
発
症
し
、
徐
々
に
進
行
し

て
い
き
ま
す
。
次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
か
た
は
認

知
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

○
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
項
目

　

・
最
近
の
出
来
事
が
思
い
出
せ
な
い

　

・
物
を
よ
く
置
き
忘
れ
る

　

・
同
じ
質
問
を
何
度
も
す
る

　

・
外
出
を
お
っ
く
う
が
る

　

・
意
味
が
分
か
ら
な
い
話
を
す
る
な
ど

　

早
期
受
診
・
診
断
、
早
期
治
療
は
そ
の
後
の
人
生

を
大
き
く
左
右
す
る
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。
治

る
病
気
や
一
時
的
な
症
状
の
場
合
も
あ
る
の
で
、
物

忘
れ
の
症
状
が
気
に
な
り
だ
し
た
場
合
は
、
専
門
医

療
機
関
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

町
で
は
専
門
医
を
加
え
た
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
を
設
置
し
、
認
知
症
の
か
た
や
そ
の
家
族
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
関
す
る
相
談
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認
知
症
に
関
す
る
活
動

　

・
認
知
症
の
相
談
窓
口

　

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催

　

・
介
護
予
防
教
室
の
開
催

　

・
認
知
症
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

　

10
月
１
日
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育

料
が
無
償
化
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
は
３
歳
か
ら
５
歳
の
子
ど
も

の
保
育
料
で
、
今
後
は
町
に
支
払
う

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

年
度
途
中
に
満
３
歳
に
な
っ
た
保
育

認
定
の
子
ど
も
は
翌
年
度
の
４
月
か

ら
無
償
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

保
育
料
は
無
償
化
と
な
り
ま
す

が
、
給
食
費
は
引
き
続
き
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
給
食
費
の
負
担
方
法
の
変
更

　

保
育
料
無
償
化
に
伴
い
、
給
食
費

の
負
担
方
法
が
変
更
し
ま
す
。

　

▼
主
食
費
（
ご
は
ん
な
ど
）

　

主
食
費
は
現
在
、
保
育
所
な
ど
へ

　

の
直
接
支
払
い
か
、
現
物
を
持
参

　

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
以
降
も
引
き
続
き
保
育
所
な

　

ど
に
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

▼
副
食
費
（
お
か
ず
）

　

副
食
費
は
現
在
、
保
育
料
と
と
も

　

に
、
役
場
を
通
じ
て
保
育
所
な
ど

　

に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
以
降
は
主
食
費
と
と
も
に
保

　

育
所
な
ど
に
直
接
支
払
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

10
月
１
日
か
ら
保
育
料
が
無
償
化

給
食
費
の
負
担
方
法
が
変
更

副食費

保育料

主食費

副食費

主食費

保護者

保護者

保育料と副食費は役
場を経由し保育所へ
支払います

保育所など

保育所など

役場への保育料
の支払いは不要

主食分と副食分の給食
費をまとめて保育所な
どに支払います
※主食費はご飯持参
の場合があります

保育料無償化

早
期
開
通
へ
の
思
い
を
届
け
よ
う

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

　

町
で
は
北
海
道
東
神
楽
町
と
の
少

年
交
流
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

　

今
年
度
は
本
町
の
子
ど
も
た
ち
が

東
神
楽
町
を
訪
問
し
、
北
海
道
の
冬

の
自
然
体
験
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

て
交
流
を
深
め
ま
す
。

○
日
程

　

12
月
25
日
（
水
）
～
28
日
（
土
）

○
場
所

　

北
海
道
上
川
郡
東
神
楽
町
お
よ
び

旭
川
市

○
対
象　

　

町
内
の
小
学
５
、６
年
生

○
定
員
＝
20
人

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
主
催
者
が

選
考
し
ま
す
。

○
参
加
料
＝
３
万
円

○
申
し
込
み
方
法

　

各
小
学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る
参

加
希
望
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
10
月
１
日
（
火
）
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

○
日
時

　

10
月
19
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
（
受
付　

午
後
１
時
～
）

○
会
場

　

出
水
市
文
化
会
館
（
出
水
市
文

化
町
23
番
地
）

○
内
容

　

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ハ
ー
モ

　
　

ニ
ー
」
出
水
市
少
年
合
唱
団

　

・
各
首
長
ア
ピ
ー
ル

　

・
住
民
意
見
発
表

　

・
が
ん
ば
ろ
う
三
唱

※
参
加
申
し
込
み
は
不
要
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
課
管
理
係

　

☎
（
88
）
５
６
５
４
［
直
通
］

東神楽町交流事業参加者募集

保育料
無償化

主食費

副食費

10 月以降

給食費は引き続き
負担

現在

主食費

副食費

保育料

現在

10 月以降

保護者負担分

10 月以降の保護者負担

※年度途中に満
３歳になる子ども
は翌年度４月から
無償化

認
知
症
の
早
期
発
見
に
努
め
よ
う

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

役場

67
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↑成人式で旧友と再会（平成 31 年の様子）

↑
前
回
の
総
会
の
様
子

２
日

３
日

５
日

７
日

８
日

９
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

26
日

28
日

29
日

30
日

31
日

浜
漉
ほ
場
整
備
起
工
式　
　
　
　
　
（
浜
漉
）

夏
の
ぽ
ん
ぽ
こ
祭
り　
　
　
　
　
　
（
平
尾
）

水
源
地
安
全
祈
願
祭　
　
　
　
　
　
（
指
江
）

汐
見
校
区
夏
祭
り　
　
　
　
　
（
汐
見
漁
港
）

九
州
経
済
産
業
局
要
望
活
動　
　
（
福
岡
市
）

離
島
振
興
協
議
会
定
例
監
査　

離
島
行
政
懇
話
会　
　
　
　
　

町
村
会
理
事
会

町
村
議
会
議
長
会
役
員
と
の
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

市
町
村
長
防
災
研
修
会

市
町
村
総
合
事
務
組
合
臨
時
会

市
町
村
政
研
修
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

道
の
日
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
発
式

　
　
　
　
　
（
町
総
合
町
民
体
育
館
駐
車
場
）

水
産
業
振
興
推
進
協
議
会
会
議　
　
（
役
場
）

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
会
議
会
臨
時
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
商
工
会
夏
ま
つ
り
チ
ビ
ッ
子
広
場

　
　
　
　
　
（
町
総
合
町
民
体
育
館
駐
車
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
保
運
営
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

９
月
補
正
予
算
町
長
査
定

鳥
取
県
西
部
町
村
会
行
政
調
査
研
修（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会　
（
阿
久
根
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

水
産
の
日　

豊
漁
祈
願
祭
な
ど（
薄
井
漁
港
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会　

北
薩
地
域
振

興
局
要
望
活
動　
　
　
　
　
（
薩
摩
川
内
市
）

さ
つ
ま
町
・
湧
水
町
・
長
島
町
議
会
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

北
薩
地
区
土
木
事
業
連
絡
会（
薩
摩
川
内
市
）

町
消
防
団
幹
部
会
団
長
・
副
団
長
就
任
祝
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

イ
ト
ー
キ
本
社
視
察　
　
　
　
　

総
務
省
働
き
方
改
革
打
ち
合
わ
せ（
東
京
都
）

令
和
元
年
度
三
県
架
橋
中
央
要
望（
東
京
都
）

平
成
30
年
度
監
査
委
員
決
算
審
査
報
告（
役
場
）

獅
子
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

東
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
全
国
大
会
出
場
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

職
員
互
助
会
交
流
会　
　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
稲
葉
理
事
長
退
任
祝
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

８月

　スカッとする一言。キュンと
する青春。ドキッとする結末！
３人の女子高生を中心に繰り広
げられる青春群像小説。

　日常の備えから災害時に役立
つ知識などをイラストとともに
分かりやすく解説してありま
す。

三
平　

洵　

著

「
シ
ニ
ア
の
た
め
の

防
災
手
帳
」

橘
　
つ
ば
さ
　
著

「
５
分
後
に
恋
の
結
末
」

奥
山
の
出
湯
の
庭
に
杖
と
ど
め
夫
は
野
太
き
猫
を
愛
で
ゐ

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

八
月
は
苛
酷
な
る
歴
史
甦
る
手
記
や
報
道
わ
れ
に
新
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

盂
蘭
盆
の
近
ま
り
知
ら
す
や
蜻
蛉
群
れ
独
り
居
の
夕
心
急

か
さ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

ま
ま
な
ら
ぬ
わ
が
身
と
思
ひ
立
つ
庭
に
赤
き
カ
ン
ナ
が

日
々
に
咲
き
継
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

時
き
ざ
む
如
く
海
風
渡
り
来
て
老
に
優
し
き
若
葉
が
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

高
校
の
同
窓
会
で
男
性
が
校
歌
を
謳
ふ
を
胸
あ
つ
く
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

新
盆
の
送
り
火
ゆ
れ
て
秋
茜
う
す
明
ら
め
る
提
灯
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

薬
袋
に
朝
の
光
り
が
反
射
し
て
季
惜
し
む
が
に
湧
く
蝉
し

ぐ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

立
秋
の
沖
へ
夜
明
け
の
ポ
ン
ポ
ン
船　
　
　

淵
脇　
　

護

焼
き
た
て
の
パ
ン
の
弾
力
半
夏
生　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

釣
り
人
に
慣
れ
し
径
あ
り
鹿
の
子
百
合　
　

大
堂　

正
弘

釣
り
道
具
揃
へ
て
待
ち
ぬ
夏
休
み　
　
　
　

関　

佳
代
美

半
夏
生
い
き
な
り
団
子
の
指
の
跡　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

梅
雨
晴
間
船
出
見
守
る
マ
リ
ア
像　
　
　
　

坂
口　

静
子

震
災
の
地
に
サ
ル
ビ
ア
の
咲
き
誇
り　
　
　

大
堂　

早
苗

露
天
風
呂
湯
船
に
浮
か
ぶ
夏
の
月　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

乱
切
り
の
茄
子
の
味
噌
汁
母
の
忌
来　
　
　

山
嵜
加
代
子

手
を
掛
け
て
熟
れ
た
ト
マ
ト
を
鴉
食
ふ　
　

関　

喜
久
雄

教
え
子
の
焼
き
し
鰻
に
並
び
け
り　
　
　
　

脇
田　

武
志

［
短
歌
］

汐
風
と
澄
み
し
空
気
が
日
本
一
百
歳
越
え
の
島
人
元
気　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

山
行
か
ば
萩
の
う
ね
り
に
赤
み
さ
す
訪
い
し
秋
の
気
忍
び

入
る
ご
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

岩
陰
の
滴
り
落
ち
る
湧
水
は
大
河
と
な
り
て
海
へ
と
向
か

う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

夏
風
邪
と
猛
暑
攻
め
来
て
白
旗
を
掲
げ
耐
へ
ら
ん
昼
も
夜

中
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

朝
笑
顔
気
持
ち
良
い
事
幸
せ
や
友
と
仲
良
く
一
日
過
ご
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

秋
雨
の
音
ま
ろ
や
か
に
降
る
雨
ぞ

宗
方　

清
明

大
い
な
る
椿
の
一
樹
野
に
老
い
て
身
の
紅
を
さ
ら
し
て
お

り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

耕
運
機
が
代
か
き
お
れ
ば
白
鷺
の
後
に
付
き
ゆ
き
見
れ
ば

楽
し
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元
　
　
司

「
花
」
と
言
う
名
を
持
つ
猫
と
一
つ
屋
根
の
下
に
暮
ら
し

き
十
六
年
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

自
動
車
の
免
許
返
上
の
年
に
し
て
紅
葉
マ
ー
ク
を
貰
い
て

帰
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
　
益
信

か
ぐ
わ
し
き
清
き
小
川
が
流
れ
お
り
我
ひ
と
り
立
つ
山
の

ふ
も
と
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
　
義
彦

母
の
名
は
キ
ク
に
て
あ
れ
ば
取
り
取
り
の
菊
を
選
び
て
墓

に
手
向
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

人
間
も
家
も
古
び
て
立
ち
上
る
時
に
軋
め
り
ど
ち
ら
と
も

な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

気
ま
ぐ
れ
な
猫
が
よ
り
そ
ふ
半
夏
生　
　
　

迫
口　

君
代

浴
衣
着
て
心
の
荷
物
転
げ
落
ち　
　
　
　
　

肥
後　

広
行

関
東
な
が
し
ま
会
総
会
の
案
内

　

関
東
な
が
し
ま
会
の
第
13
回
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

同
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
、
長
島
町

か
ら
の
近
況
報
告
や
芸
能
披
露
な
ど

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
馳
せ
る
１
日

と
し
て
、
参
加
者
の
絆
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

友
人
、
知
人
な
ど
を
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
17
日
（
日
）

　

受
付　

午
前
10
時
30
分
～

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

○
場
所
＝
上
野
精
養
軒
（
東
京
都
台

東
区
上
野
公
園
４
番
58
号
）

○
交
通
機
関

　

Ｊ
Ｒ
、
東
京
メ
ト
ロ
、
京
成
電
鉄

「
上
野
駅
」
か
ら
徒
歩
約
５
分

○
会
費

　

男
性　

１
万
円

　

女
性　

８
千
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

関
東
な
が
し
ま
会
事
務
局

　

金
磯　

善
博

　

☎
０
９
０
（
９
４
９
７
）
７
３
６
３

令
和
２
年
成
人
式
の
案
内

　

町
で
は
、
平
成
11
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
か

た
が
対
象
と
な
る
令
和
２
年
長
島
町

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

令
和
２
年
１
月
４
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

○
場
所
＝
町
文
化
ホ
ー
ル

○
対
象
者

　

・
現
在
町
内
に
住
民
票
が
あ
る
か
た

　

・
町
内
の
小
学
校
ま
た
は
中
学
校

　

を
卒
業
し
、
成
人
式
へ
の
参
加
を

　

希
望
さ
れ
る
か
た

○
会
費
＝
１
０
０
０
円

※
町
か
ら
記
念
写
真
と
記
念
品
の
贈

呈
が
あ
り
ま
す
。

○
案
内
状
＝
10
月
上
旬
発
送
予
定

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

※
同
封
の
出
欠
確
認
ハ
ガ
キ
を
11
月

30
日
（
土
）
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
令
和
２
年
新
成
人
の
か
た
で
成
人

式
当
日
の
企
画
や
運
営
、
司
会
な
ど

を
行
う
運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
数
＝
10
人
程
度

○
申
込
期
限
＝
10
月
11
日
（
金
）

※
例
年
、
運
営
委
員
会
は
２
回
ほ
ど

開
催
し
て
い
ま
す
。
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行
政
相
談
所
を
開
設

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の

仕
事
な
ど
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
委

員
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相

談
や
行
政
の
仕
組
み
な
ど
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ

助
言
し
た
り
関
係
機
関
へ
の
橋
渡

し
を
し
た
り
す
る
の
が
主
な
仕
事

で
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
10
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
場
所
＝
指
江
庁
舎
大
ホ
ー
ル

○
行
政
相
談
員

　

・
下
平
隆
康
氏
（
矢
堂
）

　

・
大
平
洋
光
氏
（
指
江
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
行
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

　
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
開
催

　

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
税
率
が
８
㌫
か
ら

10
㌫
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

税
務
署
で
は
軽
減
税
率
制
度
に

基
づ
い
た
申
告
に
必
要
な
区
分
整

理
・
記
帳
や
決
算
処
理
、
申
告
書

の
作
成
方
法
な
ど
に
関
す
る
説
明

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

９
月
19
日
（
木
）

　

①
午
前
10
時
～
11
時

　

②
午
後
２
時
～
３
時

※
①
と
②
の
内
容
は
同
じ
で
す
。

○
場
所

　

出
水
税
務
署（
出
水
市
昭
和
町
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座
開
催

　

県
で
は
男
女
共
同
参
画
の
基
礎

知
識
や
身
近
な
と
こ
ろ
で
男
女
共

同
参
画
の
理
解
を
広
め
る
た
め
の

手
法
を
学
ぶ
講
座
を
開
講
し
ま

す
。

○
日
時

　

①
10
月
19
日
（
土
）

　

②
10
月
26
日
（
土
）

　

①
、
②
と
も
に

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
（
阿
久
根
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
）
交
流
室
１
・
２

○
内
容

　

・
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
の

　

現
状
と
課
題

　

・
男
女
共
同
参
画
の
大
切
さ
を
実

　

感
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

・
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立

　

っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

　

り
な
ど

○
参
加
料
＝
無
料

○
定
員
＝
40
人

※
原
則
と
し
て
２
回
と
も
受
講
で

き
る
か
た

○
申
込
期
限
＝
10
月
12
日
（
土
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

男
女
共
同
参
画
推
進
課
）

　

☎
０
９
９
（
２
２
１
）
６
６
０
３

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会

　

解
雇
や
雇
止
め
な
ど
の
職
場
の

ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。

　

個
々
の
労
働
者
と
使
用
者
と
の

間
に
生
じ
た
労
働
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
県
労
働
委
員
会
委

員
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

労
働
者
、
使
用
者
の
ど
ち
ら
で

も
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
15
日
（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
（
受
け
付
け
は
午
後
３
時
ま
で
）

○
場
所

　

出
水
市
役
所
３
階
会
議
室
（
出

水
市
緑
町
１
番
３
号
）

○
相
談
事
例

　

解
雇
、
雇
止
め
、
配
置
転
換
、

賃
下
げ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ

な
ど

※
予
約
が
な
く
て
も
相
談
可
能
で

す
が
、
予
約
者
が
優
先
と
な
り
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
９
４
３

行
政
書
士
無
料
相
談
会
開
催

　

県
行
政
書
士
会
で
は
次
の
と
お

り
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

○
日
時

　

10
月
13
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
受
け
付
け
は
午
後
２
時
30
分

ま
で
）

○
場
所

　

出
水
市
中
央
公
民
館
（
出
水
市

文
化
町
23
）

○
相
談
内
容

　

相
続
・
遺
言
書
関
係
、
農
地
法

関
係
、
各
種
許
認
可
・
法
人
設
立

関
係
、
権
利
義
務
関
係
、
契
約
書

の
作
成
、
交
通
事
故
相
談
な
ど

※
予
約
が
な
く
て
も
相
談
可
能
で

す
が
、
予
約
者
が
優
先
と
な
り
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
行
政
書
士
会
出
水
支
部

　

☎
（
67
）
４
８
７
３

障
が
い
者
就
業
支
援
相
談
会
開
催

　

障
が
い
の
あ
る
か
た
の
就
職
や

生
活
の
相
談
、
企
業
の
障
が
い
者

雇
用
相
談
な
ど
に
応
じ
る
相
談
窓

口
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

○
日
時

　

９
月
27
日
（
金
）

　

①
午
前
10
時
～
12
時

　

②
午
後
１
時
～
３
時

○
場
所
＝
役
場
鷹
巣
庁
舎
１
階
相

談
室

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ほ
く
さ
つ
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
６
（
29
）
５
０
２
２

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
テ
レ
ビ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
、
た
だ
い
ま
10
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
締
め
切
り
は
９
月
20
日

（
金
）
ま
で
で
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

　
宮
之
城
高
技
専
入
校
生
募
集

　

県
立
宮
之
城
高
技
専
で
は
の
技

術
技
能
の
習
得
を
目
的
と
し
た
入

校
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

高
等
学
校
を
令
和
２
年
３
月
卒

業
見
込
み
の
人

○
選
考
日
＝
10
月
４
日
（
金
）

○
会
場
＝
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

○
選
考
方
法

　

筆
記
試
験
お
よ
び
面
接

○
申
込
期
限
＝
９
月
27
日
（
金
）

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
６
（
53
）
０
２
０
７

　

10
月
20
日
に
出
水
市
で
「
出
水

ツ
ル
ｋ
ｏ
ｉ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催

さ
れ
る
た
め
、
コ
ー
ス
内
の
国

道
、
県
道
な
ど
が
車
両
侵
入
禁
止

に
な
り
ま
す
。（
経
過
時
間
に
よ

り
一
部
解
除
さ
れ
ま
す
）

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

委
員
会
事
務
局
（
出
水
市
産
業
振

興
総
務
課
内
）

　

☎
（
63
）
４
７
７
７
［
直
通
］

①出水市陸上競技場前道路
　・午前８時～ 10時 30分
②国道 328 号、県道 373 号、県道 374 号、国
道 447 号
　・午前８時 30分～ 10時
　（競技の進行状況により随時解除）
③国道 328 号（ファミリーマート文化町店～
３号線）、出水市道
　・午前８時 30分～午後３時
④南九州西回り自動車道（出水 IC ～阿久根 IC）
　・午前７時～午後５時

10
月
20
日
、
南
九
州
道
な
ど
交
通
規
制
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↑自ら標識を設置し、「いかのおすし」を覚える児童

通学路の安全整備ボランティア

登
　県交通安全施設工事業協会（鹿児島市・今別府英
樹会長）は８月上旬、町内７カ所の小学校付近に交
通安全を呼び掛ける「いかのおすし」の標識を設置
したほか、鷹巣地区の町道に車のスピードを抑制さ
せるための立体カラー標示を施工しました。
　この取り組みは同協会の「子どもを守ろうプロ
ジェクト」の一環として無償で行われ、児童に登
下校中の安全意識を促すことが目的です。
　平尾小学校（宮ノ前香織校長・79 人）では１
日の出校日に合わせ、１年生 12 人が会員らの協
力のもと、ハンマーで叩いて標識を設置しました。
　二階堂琴

こ と は

羽さんは「いかのおすしを守りたい」
と笑顔で話しました。

下校の安全意識向上を

↑工事の安全を祈願する川添町長

浜漉仁田原地区ほ場整備起工式

り豊かな農地へ実
　浜漉集落仁田原地区のほ場整備起工式が８月２
日、現地であり、地元住民や県・町関係者ら約
50 人が出席しました。
　これは国の農業競争力強化基盤整備事業で総
事業費約４億２千万円、農道・農地合わせて約
14.6 ㌶の区画整理が行われます。令和４年度完
成予定で、基幹作物のバレイショなどの生産性向
上が期待されます。
　江口五夫浜漉自治公民館長は「待望していたの
で感慨深い。働きやすい環境を後世に残せたら」
と話しました。

↑２日間元気いっぱいに学んだ子どもたち

ふるさと学び舎 in 長島

け合いの心学ぶ助
　７月 29 日、30 日の２日間でふるさと学び舎 in
長島があり、町内小中学校の児童、生徒ら 17 人
が参加しました。
　１日目は城川内高齢者クラブとのグラウンド・
ゴルフ交流大会や陶芸教室、地域おこし協力隊の
甲斐友也隊員との長島の食材を使った手巻き寿司
作りを体験。２日目はカヌー体験などがあり、子
どもたちは生き生きと活動を楽しんでいました。
　平尾中２年の渡柚

ゆ ず ゆ

結さんは「協力や助け合い、
お互いを認め合う気持ちの大切さを学ぶことがで
きた」と充実した様子でした。

↑陸自音楽隊の迫力ある演奏に魅了された会場

↑道路脇のごみを拾う参加者

道の日にボランティア

るくきれいな道路に明
　国土交通省が定める８月 10 日の道の日に合わ
せて同日、長島町建友会が道路の清掃ボランティ
アを行いました。
　この日は建設業者 33 社や町関係者など 74 人
が参加。町総合町民体育館駐車場で出発式を行っ
た後、10 班に分かれて町内の国道や県道などに
落ちている空き缶やたばこの吸い殻などのごみを
拾いました。
　木場盛二会長は「お盆の帰省客を安心して迎え
られるような景観整備に貢献できたら」と汗を流
していました。↑皆で取り組む調理実習の様子

夏休みキッズ健康教室

分の取り過ぎは注意塩
　８月２日、町保健福祉センターで夏休みキッズ
健康教室があり、町内の児童らが参加しました。
　本町は高血圧症の人が県平均よりも多く、子ど
ものころから薄味に定着させることが本教室の目
的の一環です。
　今回は町民に多い病気の学習や血圧測定、調理
実習などが行われ、児童らは適正体重や栄養バラ
ンスの取れた調理法など、健康について楽しんで
学びました。
　鷹巣小５年の山﨑絢奈さんは「塩分の取り過ぎ
で脳出血になるので、控えようと思った」と話し
ました。

汐見校区夏祭り

しい催しで広がる住民の輪楽
　潟集落の汐見漁港で８月３日、汐見校区夏祭り
がありました。
　住民らが自ら企画、出店などを手掛けるこの祭
りは今年で 10 回目。当日は区内外からの多くの
親子連れでにぎわいました。
　会場内はかき氷や焼きそば、金魚すくいなどの
出店があり、ステージでは陸上自衛隊第 12 普通
科連隊音楽隊（霧島市）が迫力の演奏で盛り上げ
ました。
　このほか、和太鼓グループの演奏やお楽しみ抽
選会があり、終盤には 70 発の花火が打ち上げら
れ、漁港一帯を色鮮やかに照らしました。

↑カラー標示施工された道路（鷹巣診療所前）
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↑世界の民族衣装に身を包む参加者↑祖父母と一緒にタラヨウの葉に文字を書く園児

↑全国大会出場を決めた東倶楽部

東倶楽部が全国大会出場

－ム一丸で勝つチ
　７月 14 日にさつま町で開催された第 18 回全
日本社会人バレーボール西ブロック男女大会県予
選会に出場した東倶楽部（小嵜輝史監督）が見事
準優勝を果たしました。
　ベテラン勢と若手選手の連携プレーで勝ち上
がった同チームは 10 月 18 日から鳥取県鳥取市
で開催される全国大会に出場します。
　濵村文和主将は「久しぶりの全国大会。長島を
背負いチーム一丸となって、いい結果を残したい」
と意気込みを見せました。↑豊漁を願い稚魚を放流

水産の日に供養祭と豊漁祈願

かな漁村を永遠に豊
　東町漁業協同組合は８月 23 日、水産の日の行
事として魚類供養感謝祭と海難没故者慰霊祭を薄
井漁港で行いました。
　式には同組合員や漁業関係者約 80 人が参列し、
献花などを行い、導師による読経に合わせ焼香し
ました。
　その後、豊漁祈願祭が行われ、参加者がマダイ
の稚魚などを海に放しました。
　長元信男組合長は「豊かで美しい海を後継者や
子どもたちの世代まで残すことが我々の使命」と
あいさつし、川添町長は「没故者のめい福を祈る
とともに漁業関係者の発展を祈る」と述べました。

長島イングリッシュデイズ

英
　8 月 19 日、20 日の２日間、町開発総合センター
で長島イングリッシュデイズ 2019 が行われ、町
内の小中学生 40 人が参加しました。
　小学生は英語で問題を解決するゲームや日本で
人気の曲に振りを付けて歌い、英語に親しんでい
ました。中学生は ALT（外国語指導助手）とお互
いの文化を伝え合う会話ゲームや長島の観光マッ
プ「夢の長島」を作り、英語で表現する大切さを
学びました。
　鷹巣小６年の諏訪愛

あ い に

仁さんは「英語が分からな
くても身ぶり手ぶりで、相手に伝えることができ
た」と自信が付いた様子でした。

語を楽しもう
敬老の日前のふれあい会

持ちを込めたプレゼント気
　認定こども園さすえ（正覺智成園長・61 人）
では９月７日、園児の祖父母らを招いてふれあい
会を開きました。
　この会は９月の敬老の日にちなみ、同園が毎年
行っているもので、園児は祖父母らと一緒に学ん
だり、ゲームをしたりして楽しみました。
　５歳時のクラスは、はがきの語源とされるタラ
ヨウの葉について学び、葉の裏に文字や絵を描い
て祖父母らと会話しながら仕上げていました。
　最後に園児から歌の披露とともに感謝の言葉と
手作りの首飾りが贈られ、普段見せない孫の様子
に祖父母らは顔をほころばせていました。

↑さまざまな出店にちびっ子も笑顔

商工会夏まつりチビッ子広場

りの主役は子どもたち祭
　町商工会（木場盛二会長）が主催する第 19 回
夏まつりチビッ子広場が８月 18 日、町総合町民
体育館駐車場でありました。
　会場には射的やスーパーボールすくい、焼きそ
ば、焼き鳥などの出店が軒を連ね、約 800 人の
親子連れでにぎわいました。
　ステージでは、かき氷の早食い競争が行われ、子
どもたちを応援しようと声援が飛び交っていました。
　最後はテレビなどが当たるビンゴ大会が行わ
れ、大いに盛り上がりました。
　濵島勇人青年部長は「令和最初のチビッ子広場。
今後も子どもたちが喜ぶような取り組みを続けて
いきたい」と笑顔で話しました。

↑一流音楽家が華麗なステージを演出したみやまふ
れあいコンサート

町自主文化事業

休みに親子で鑑賞夏
　町教育委員会は夏休みに親子で楽しめる文化事
業として２つの公演を町文化ホールで実施しまし
た。
　７月 27 日に開催されたみやまふれあいコン
サート in 長島では、オペラ歌手の生の歌唱力と
ピアニストの卓越した演奏技術に会場は感動と歓
声に包まれ、最後は観客全員との「ふるさと」の
合唱で盛大に幕を下ろしました。
　８月 10 日に行われた万引き家族上映会では、
シリアスな表現と家族愛を含んだ物語に観客らは
見入っていました。
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10,386 (- ３)
  5,039 (+ １)
5,347 (- ４)

  4,496 (- １)

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令和元年８月 31日現在
(　) 内は前月比

▽
８
月
８
日
、
炎
天
下
で
行
わ
れ

た
御
八
日
踊
り
。
踊
り
手
の
皆
さ

ん
は
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ど
の
集
落
で
も
汗
を
流
し
な
が

ら
、
一
生
懸
命
踊
っ
て
い
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
▽
本
町
に
限
ら

ず
、
８
月
は
県
内
各
市
町
村
で
多

く
の
伝
統
芸
能
が
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。
新
聞
な
ど
で
も
記
事
を
目
に

す
る
こ
と
が
多
く
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
熱
心
に
取
り
組
み
、
地

域
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
様
子
を
報

じ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
後
継

者
不
足
の
側
面
を
伝
え
る
も
の
も

あ
り
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

が
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。
▽
地
域

の
伝
統
文
化
は
地
元
に
対
す
る
愛

着
を
深
め
、
住
民
間
の
交
流
や
観

光
客
を
呼
び
込
む
な
ど
の
貴
重
な

資
源
で
す
。
先
人
か
ら
代
々
受
け

継
が
れ
た
灯
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
に

私
た
ち
も
町
づ
く
り
を
進
め
て
い

か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

（
田
上
徹
）

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

秋
の
長
島
路
で
息
抜
き
い
か
が

　

町
で
は
ツ
ワ
ブ
キ
の
花
を
眺
め
な

が
ら
長
島
路
を
歩
い
て
楽
し
む
「
第

６
回
長
島
つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
開
催
日
時

　

11
月
20
日
（
水
）

　

午
前
９
時
40
分
開
会

○
コ
ー
ス

　

町
総
合
町
民
体
育
館
駐
車
場
発
着

の
川
床
で
折
り
返
す
13
㌔
と
赤
崎
で

折
り
返
す
７
㌔
の
２
コ
ー
ス

○
参
加
資
格

　

小
学
生
以
上
で
健
康
な
か
た

○
参
加
料

　

小
・
中
・
高
校
生
（
１
０
０
０
円
）

　

一
般
（
１
５
０
０
円
）

○
申
込
期
限
＝
11
月
１
日
（
金
）

※
本
年
度
は
10
月
12
日
か
ら
11
月
10

日
ま
で
「
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
」

が
開
催
さ
れ
、
駐
車
場
な
ど
の
都
合

で
平
日
開
催
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
花
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
役
場
景
観
推
進
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１９10

１１ １２６ ９ １０

１８ １９１３ １４ １６ １７

２５ ２６２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２７ ２８

４３

１５

７ ８

１ ２ ５

 11/1 11/2

 ９/29  ９/30

２９ ３０ ３１

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○門松医院 64-6100
○キッズクリニック 63-7707
○福永内科循環器科 62-8200
○おてき歯科医院 63-0393
□しおかぜ薬局 88-6011
□ゆうゆう薬局 73-2907
□さくら薬局 63-7700
□かりん薬局 64-1400
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

□第18回ながしま造形美術展
（太陽の里ピクニック広場）
11 月 10 日（日）まで

○鷹巣診療所 86-0054
○いまむらクリニック 73-1700
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○二宮医院 62-0167
○スマイル歯科医院 75-3300
□長島調剤薬局 64-5555
□市民調剤薬局 68-0150
□こがね薬局 64-1132
◇二宮医院 62-0167

体育の日

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
○平尾診療所 88-2595
○山田クリニック 72-0420
○よう皮ふ科医院 63-1112
○友愛クリニック 64-2101
○はしぐち歯科クリニック 62-8241
□よつば薬局 79-4331
□あすか薬局 63-7322
□うらくぼ薬局 82-2539

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎１歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○北国医院 72-0016
○東医院 67-1861
○つかさとクリニック 67-5560
○中島歯科医院 82-0020
□長島調剤薬局 64-5555
□上野薬局 72-1016
□スマイル薬局出水店 67-2055
□いまがま調剤薬局 65-7550
□そうごう薬局 64-8161
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

即位礼正殿の儀

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
○長島クリニック88-6405
○脇本病院 75-2121
○阿久根眼科 72-0040
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○高尾野診療所 82-0017
○こじま歯科医院 63-4618
□しおかぜ薬局 88-6011
□高松薬局 73-4002

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○林胃腸科外科 73-3639
○楠元内科医院 62-8600
○来仙医院 84-2005
○楠元内科医院（歯科）79-3351
□長島調剤薬局 64-5555
□阿久根薬局 72-1017
□ポポロ薬局 63-4630
□スマイル薬局 84-2430
◇こどもクリニック永松 64-1500

□第 14 回長島トライジョギン
グ大会（旧サンセット長島周辺）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
● 10月 14日は体育の日です。
　体育の日は「スポーツにしたしみ、健康な心身をつちかう」ことを趣旨と
しています。

● 10月 22日は即位礼正殿の儀が行われます。
　即位礼正殿の儀は天皇がご即位を公に宣明されるとともに、そのご即位を
内外の代表がことほぐ儀式です。
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